
別表Ｃ（2）－1〔公益目的支出計画〕

【実施事業（継続事業）の内容等（1）】　　　　　　　（事業単位ごとに作成してください。）

事業番号 事業の内容

継 1 准看護師の養成に関する事業

定款 （法人の事業又は日的）上の根拠 第 4 条第 1 項第 1 4 号

（1）事業の概要について　　注1

1．主旨
地域医療の安定に不可欠な看護職員の確保のため、岡谷市医師会附属准看護学院において准看護師の養成を行っ
ている。本学院は准看護師に必要な知識、技術に関する教育を行うとともに豊かな人間性を養い、社会に貢献し
得る人材を育成することを目的としている。

2．事業内容及びその特徴
（1）修業期間2年とし、定員各学年30名、総定員60名。（現在1学年31名、2学年31名）
（2）学年、学期及び休業日
・学年は毎年4月1日に始まり、翌年3月31日に終わる。
・第1学期　　自4月1日　至7月31日
・第2学期　　自8月1日　至12月31日
・第3学期　　自1月1日　至3月31日
（3）入学選考試験
・入学できる者は、学校教育法第57条の規定に該当する者。（学校教育法による中学校卒業以上の者又は中等
教育学校の前期課程を修了した者）

3．財源
入学金収入、授業料収入、長野県補助金収入、岡谷市補助金収入、長野県医師会補助金収入

（2）本事業を反復継続して行うのに最低限必要となる許認可等について

（許認可書の写しを添付してください。）

許認可等の名称 （1 ）私立各種学校の設置認可
（2 ）准看護師養成所の指定

根拠法令 （1 ）学校教育法第 1 3 4 条第 2 項
（2 ）保健師助産師看護師法第 2 2 条第 2 号

許認可等行政機関 （1 ）長野県総務部情報公開私学課
（2 ）長野県健康福祉部医療推進課

注1：事業の概要の欄では、事業の実施のための財源や人員、必要となる財産を含めて記載してください。

また、事業の重要な部分を委託している場合には、その委託部分が分かるように記載してください。



別表Ｃ（2ト1〔公益目的支出計画〕

【実施事業（継続事業）の内容等（1）】　　　　　　　（事業単位ごとに作成してください。）

事業番号 事業の内容

継 2 地域医療の推進発展に関する事業 （救急医療事業 （休 日診療）、岡谷市夜間成人急病センター事業

）

定款 （法人の事業又は日的）上の根拠 第4 条第 1 項第 7 号

（1）事業の概要について　　注1

1．主旨
地域住民の生命と健康を守るため、緊急医療（休日診療、夜間成人急病診療）を確保することを目的とする。

2．事業内容及びその特徴
（1）救急医療事業（休日診療）
会員医療機関の当番制により、診療所を中心とする休日の救急医療の確保を図っている。（岡谷市の委託）
1）実施日　日曜日、国民の祝日、お盆（8月14日～16日）、年末年始（12月31日、1月2日及び3日
）

2）診療時間　午前9時～午後5時
3）実施医療機関　岡谷市医師会の開業医（28機関）
4）実施回数　休日・祭日　63日実施（平成21年度実績）
5）実施内容　休日における初期救急医療を、外来診療によって対応する。（必要に応じて二次、三次の医療機
関を紹介する。）
（2）岡谷市夜間成人急病センター事業
市民の生命と健康を守るため、市立岡谷病院内に「岡谷市夜間成人急病センター」を設置し、夜間における時
間外一次救急体制を整備する。医師の当番制により、1週間5日（月～金）午後7時～9時まで診療を実施して
いる。（岡谷市の委託）
1）実施場所　市立岡谷病院　外来内科診察室
2）実施時期　土曜日、日曜日、年末年始を除く月曜日～金曜日（祝日含む）
3）診療時間　午後7時～午後9時（2時間）（受付時間6時30分～午後9時）
4）対象者　　成人（16歳以上）の軽症患者

3．財源
受託事業収益

（2）本事業を反復継続して行うのに最低限必要となる許認可等について

（許認可書の写しを添付してください。）

許認可等の名称

根拠法令

許認可等行政機関

注1：事業の概要の欄では、事業の実施のための財源や人員、必要となる財産を含めて記載してください。

また、事業の重要な部分を委託している場合には、その委託部分が分かるように記載してください。



別表Ｃ（2）－1〔公益目的支出計画〕

【実施事業（継続事業）の内容等（1）】　　　　　　　（事業単位ごとに作成してください。）

事業番号 事業の内容

継 3 医学及び医術の発展を図る事業

定款 （法人の事業又は目的）上の根拠 第 4 条第1項第 1号 、第 2 号、第 6 号、第 7 号及び第 8 号

（1）事業の概要について　　注1

1．主旨
地域住民の健康状態を把握し、地域の実情に即した形で地域医療の質を向上させることを目的として学術研修会
等を開催している。

2．事業内容及びその特徴
（1）学術研修
1）学術講演会の開催（諏訪地区三郡市医師会共同にて開催）　年間11回開催（平成21年度実績）
開催日
Ｈ21．04．24

日21．05．15

日21．06．19

日21．07．27

日21．08．21

日21．09．28

日21．10．26

日21．11．26

開催場所
浜の湯

ホテル紅や
ラコ華乃井
ホテル紅や

ラコ華乃井
ラコ華乃井
ラコ華乃井

ラコ華乃井
Ｈ21．12．18　浜の湯
Ｈ22．02．18　ラコ華乃井

目22．03．29　浜の湯
2）症例検討会の開催　年1

開催日　　　開催場所
Ｈ22．02．25　マリオ長地

演題（テーマ）
アテローム血栓症と脳血管治療
ＣＯＰＤ－診断と治療のポイント
狭窄の治療から血管の治療へ
過敏性腸症の診断と治療
脊椎疾患の診断と治療
糖尿病治療のパラダイムシフトとトータルケア
インクレテン糖尿病治療への対応
経口血糖値降下のパラダイムシフト
糖尿病診療と資質管理
糖尿病治療における西東京地域での取り組み
外来診療における薬剤耐性菌の現状と対策

回開催（発表者4名～5名）
演題（テーマ）
胆嚢捻転症の一例（市立岡谷病院）
自己免疫性溶血性貧血と合併した難治性ボーエン様丘疹病の一例
持続的鎮静を必要とした過活動型せん妄の一例

3）南信地区医学会への参加　年1回開催
開催日　　　開催場所　　　演題（テーマ）
Ｈ21．10．03　浜の湯　　　　　「医療紛争を未然に防ぐには（弁護士の立場から）」　その他症例発表は8

演題

Ｈ22・10・23　浜の湯　　　「新型インフル．工ンザの総括と今後の対応」その他症例発表6演題
4）医学会・研修会への参加（随時）
Ｈ21．10．28　信州心身医療研究会主催　「線維筋病症と心と体」　他

3．財源
参加費

（2）本事業を反復継続して行うのに最低限必要となる許認可等について

（許認可書の写しを添付してください。）

許認可等の名称

根拠法令

許認可等行政機関

注1：事業の概要の欄では、事業の実施のための財源や人員、必要となる財産を含めて記載してください。
また、事業の重要な部分を委託している場合には、その委託部分が分かるように記載してください。



別表Ｅ（1）〔その他説明書類〕

【その他の主要な事業の内容等】　　　　　　　　　　　　（事業単位ごとに作成してください。）
事業番号 】　　　　　　　　　 事業の内容

他 2 】検診 碩 健事業

定款 （法人の事業又は目的）上の位置づけの有無 ｌ第4条第 1項第 6号

事業の概要

1 ．特定健診等事業 （数値は平成 2 1 年度）
特定健診等　　　 4，582件 （岡谷市及び県医師会 と委託契約）
対象者

・特定健康診査 ：40歳～74歳の国民健康保険加入者
・後期高齢者健康診査 ：75歳以上で健診希望者
・介護予防健診 （生活機能評価） ：要介護者を除 く65歳以上で対象者 と判定 された者

2 ．消化器、胸部、心臓等のフイルム読影事業 （数値は平成 2 1 年度）
・消化器検診　　 1，783件

医師による市民の胃フイルムの読影及び判定 （長野県健康づ くり事業団との委託契約）
・胸部読影　　　　 2，256件
医師による市民の肺がんＸ線フイルムの読影及び判定 （長野県健康づ くり事業団 との委託契約）

・心臓検診　　　 1，522件
児童 ・生徒の健康増進を図 り、学校教育の保健管理の円滑な運用 とその成果を確保するため、医学的見地から
生活指導をすること目的として、心臓検診 を実施。医師による判定。

3 ．産業保健連絡事業
・岡谷 ・下諏訪地区産業保健連絡協議会

事業所における産業保健活動の円滑な推進を図るため関係機関相互の連絡協議等を行うことを目的とし、委員会
及び研修会を年2回実施開催。
・日本医師会認定産業医基礎 ・生涯研修会の受講

4 ．学校保健事業
学校保健の普及進展を図 り以って生徒児童及び幼児の成長と発達に寄与することを目的としている

・学校保健に関する調査研究
・学校保健思想の普及並びに啓発
・学校保健資材の斡旋

・その他学校保健の目的を達成するに必要な事業

この事業が公益 目的支出計画の安定的な実施に支障を及ぼさないことについて　 注 1

国、県、市町村か らの委託を受けての事業であるので、安定的に実施できる事業である。

（1 ）　　 損益計算書の費用の見込額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1，800，000 円

（2 ）　　 損益計算書の収益の見込額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3．000，000 円

備　 考　 注 2

注1：この事業を継続的に実施していく上で、必要な財源や施設が確保されているなど、当該事業により

公益目的支出計画の実施に支障がないことを説明してください。

注2：この事業を今後拡大又は縮小（廃止）するなどの計画がある場合は備考欄にその内容及び予定時期

を記載してください。




